拝啓
　木々の若葉が目にしみるこの頃、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご配慮をいただき本当にありがとうございます。

お聞きしますところによれば、めでたく古稀の寿賀をお迎えになられましたとのこと、心よりお祝い申し上げます。

今なお第一線にたっての精力的なご活躍ぶりに、古稀などまだまだ先のことと思っておりましたので、承りまして本当にびっくりいたしました。これから、ますますご自愛下さいまして、後輩の私どもをご指導いただきますようお願い申し上げます。

なお、お招きにあずかりましたご祝宴には、謹んで参列させていただき、改めてご祝詞を申し上げる所存でございます。

まずは、略儀ではありますが書中をもってお祝い申し上げます。

敬具
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